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有機トランジスタの第一の特徴は，プラスティック・フィルム上に室温程

度のプロセス温度で形成できることである．この結果として，機械的フレキ

シビリティー（可とう性），軽量性，耐衝撃性，薄型化など魅力的な特性が

実現される．第二に，印刷や Roll-to-Roll プロセスを利用して，大面積の

集積回路が低コストで作製できる． 

しかしながら，印刷で作れば何でも安くなるかというと，注意が必要であ

る．米国Sarnoff社のMichael Kane博士らの試算によれば[1]，単結晶シリコ

ンのトランジスタは１個当たり 100µ¢であるのに対して，印刷で作成された
有機トランジスタは１個当たり 200 µ¢となっている．つまり，機能当たり
のコストを比較した場合には，シリコンの方が優位なのだ．一方で，面積当

たりのコストを比較すると，シリコンでは$10K/ft2であるのに対し，有機ト
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可撓性を有する大面積圧力センサー．(a) 高分子フィル

ム上に形成された有機トランジスタを利用して、可撓性
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ぞれ京セ
タでは$30/ft と試算される．有機トランジスタは，面積が大きくな

その優位性が顕著になるのである． 

ランジスタの特徴を考えると，大面積エレクトロニクスにおいてそ

が発揮されると考えられる．最近，我々は，有機トランジスタを利

とによって，ロボット用の電子人工皮膚として，くにゃくにゃと曲げることのできる大面積圧力センサーの作製に成功

工皮膚など大面積センサーでは，ディスプレーや無線タグ応用ほどの動作速度が要求されない．さらに，有機トランジ

徴である，大面積性，可とう性，低コスト性を十分に活用できる．本講演では，この電子人工皮膚に関する我々の取り

心に報告する．さらに，有機トランジスタを活用した大面積エレクトロニクスの将来を展望し，今後の課題を述べる． 

のある大面積圧力センサーを実現した．(b) ロボットの

表面に貼った電子人工皮膚のイメージ.①有機トランジ

スタ層，③感圧導電ゴムシート，④電極層． 
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